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茶病害虫防除情報       令和 6 年 6 月 17 日 

【第 10 号】       鹿児島県経済連・肥料農薬課 

夏茶の安定生産のための 

二番茶後～三番茶芽生育期の病害虫防除対策 

 九州南部は、平年より 10 日間程遅い梅雨入りとなりました。愈々雨の季節になりますが、

今年はこれからどのような梅雨気象になるか気掛かりです。 

二番茶の収穫は、各産地とも終盤になってきました。二番茶後から三番茶芽生育期は高温・

多雨・多湿の気象条件となり、病害虫の発生が最も多くなる時期です。今回は、二番茶摘採

後から三番茶芽生育初期の病害虫防除対策についてお知らせします。    

★ 病害虫の発生概要 

 二番茶は降雨の中での摘採・整枝となる場合が多く「やぶきた」園では、輪斑病発生の恐れ

があります。6 月の発生予察情報の伝染源病葉はやや多で「多」の予報です。ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ、

ﾁｬﾊﾏｷは「多」「やや多」「早い」の予報で、二番茶後頃が若齢幼虫期で防除適期になります。

次に、三番茶芽生育期は梅雨最盛期になり、このため「やぶきた」園などでは炭疽病の発生が

多くなります。伝染源となる摘採残病葉は今後多くなると推察され、さらに降雨量は平年より

多い予想などから発生は「多」の予報となっています。また、黒葉腐病も高温・多雨・多湿条

件が続くこの時期に最も発生しやすく、「やぶきた」以外の品種も発生するので注意します。  

また、害虫類も多くなります。発生予察情報ではﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ「多」、ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ

「やや少」、ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ「やや多」「早い」予報ですが、特に梅雨明けが早いと三番茶芽生育後半

は晴天になると思われますのでﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ、ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏの発生には注意が必要です。 

★ 基本的対策 ・・・降雨による散布遅れにならないよう早めの予防散布 

二番茶摘採後は、輪斑病は伝染源病葉の多い「やぶきた」園では防除が必要です。摘採・ 

整枝直後に防除しますが、ｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ系薬剤の耐性菌が発生している地域では他系統の薬剤に 

替え、未発生地域でも使用回数は年 1 回に抑制します。ﾊﾏｷﾑｼ類の防除を第 2 世代に薬剤や 

ﾊﾏｷ天敵で行う場合は発蛾最盛日（ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ）の 9－15 日後の若齢幼虫期に散布します。 

三番茶芽生育初期の炭疽病・ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ・ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ・ﾁｬﾉﾎｿｶﾞなどの防除は 

同時防除が効率的で、萌芽～１葉期頃に摘採 7－10 日前に使用できる薬剤で防除します。 

★ 輪斑病・・・「多」 

 摘採・整枝作業で感染するので刈番茶摘採や整枝後出来るだけ早く薬剤散布して、防除し

ます。直後散布で有効な薬剤と 3 日後までの散布で有効な薬剤があるので注意します。 

★ ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ ﾁｬﾊﾏｷ・・・「多」「やや多」 二番茶摘採後、若齢幼虫期に防除します。 

★ 炭疽病・・・「多」  黒葉腐病・・・「注意」 

「やぶきた」園は防除が必要です。今後の樹勢に影響する摘採残葉を守るための防除で、萌

芽～１葉期が適期で、散布遅れにならないよう防除します。黒葉腐病も同時防除できます。 
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★ チャノミドリヒメヨコバイ・・・「多」チャノキイロアザミウマ・・・「やや少」 

 茶芽生育初期に加害をうけると被害が大きくなるので三・四番茶萌芽期頃に防除します。

感受性が低下している薬剤があるので選択に注意し、地区の栽培暦採用薬剤で防除します。 

★ チャノホソガ・・・「やや多」 

 １葉期頃に新葉の葉裏に産卵や葉潜り幼虫が多く認められる場合は直ちに防除します。発

生時期が遅れ、2～3 葉期以降の産卵では被害は回避されますので防除の必要はありません。 

 

 表 二番茶後～三（四）番茶芽生育初期の病害虫防除法 （太字剤は地区栽培暦採用） 

病害虫 

（防除時期） 

   防除薬剤 希釈倍数 

（倍） 

使用基準 

使用時期・回数 

使用上の留意事項 

輪斑病 

（二番茶摘採 

・整枝後） 

ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000 

ﾌﾛﾝｻｲﾄﾞ SC 

700～1000 

2000 

10 日前  1 回 

14 日前  1 回 

米国輸出茶園は使用不可。   

摘採・整枝直後散布で有効。 

ｱﾐｽﾀｰ 20 ﾌﾛｱﾌﾞﾙ（北有） 

ﾆﾏｲﾊﾞｰ水和剤 

ﾃﾌﾟﾛｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

2000 

1000～1500 

1000～2000 

14 日前  3 回 

14 日前  1 回 

14 日前  2 回 

ｱﾐｽﾀｰは輸出茶栽培園に使用可、耐性

菌発生園は使用しない。何れも摘採・

整枝 3 日後までの散布で有効。 

炭疽病  

黒葉腐病 

(三番茶 1 葉期頃) 

 

ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000（曽有） 700～1000 10 日前  1 回 降雨前の予防散布が基本防除 

輸出茶栽培園は使用不可。 

ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000 ＋ 

ｲﾝﾀﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ混用 

   1000 

   8000 

10 日前  1 回 

 7 日前  2 回 

本混用散布法は、降雨が続き、散布が

遅れた場合の緊急応用防除法である。 

（輸出茶栽培園） 

（有機栽培園） 

ｸﾌﾟﾛｼｰﾙﾄﾞ（南北） 

ﾑｯｼｭﾎﾞﾙﾄﾞｰ（日種） 

Z ﾎﾞﾙﾄﾞｰ 

500～700 

500～1000 

    400 

  前日    ― 

7 日前    ― 

 7 日前   ― 

銅剤の効果はやや低いので、降雨の多

い時は 2 回散布する。 

（ﾄﾞﾘﾝｸ茶栽培園） ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000  ＋ 

ｲﾝﾀﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ混用 

1000  

8000 

10 日前  1 回 

 7 日前    2 回 

1―2 葉期頃に散布する。 

ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ 

(三番茶萌芽－1 葉期) 

ｱｸﾞﾘﾒｯｸ（南種） 

ﾃｯﾊﾟﾝ液剤（北姶肝種） 

ｴｸｼﾚﾙ SE（日曽有） 

ｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤 

1000 

1000 

   2000 

   2000 

7 日前  1 回 

3 日前  1 回 

 7 日前  1 回 

 7 日前  2 回 

何れも米国輸出茶栽培園に使用可。 

薬剤抵抗性の発生を考慮し、同一系統

薬剤の使用は 1 回とする。 

3 種害虫の同時防除が可能。 

ﾊﾏｷﾑｼ類 

（二番茶・摘採後） 

(若齢幼虫期) 

ﾌｧﾙｺﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

ｱﾌｧｰﾑ乳剤 

ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 

ｽﾋﾟﾉｴｰｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

ﾁｭｰﾝｱｯﾌﾟ顆粒水和剤 

ｴｽﾏﾙｸ DF 

4000～8000 

1000～2000 

   4000 

2000～4000 

   2000 

    1000 

 7 日前  2 回 

7 日前  1 回 

7 日前  2 回 

 7 日前  2 回 

前日     ― 

 7 日前  ― 

米国輸出茶栽培園に使用可。 

米国輸出茶栽培園に使用可。 

台湾、EU 輸出茶栽培園に使用可。 

有機栽培園に使用可。 

有機栽培・輸出茶栽培園に使用可 

有機栽培・輸出茶栽培園に使用可 

☆ 南…南薩 日…日置 北…北薩 姶…姶良 曽…曽於 有…有明 肝…肝属 種…種子島 
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三番茶期頃に発生する病害虫 

   

   摘採（整枝）切口に発病した輪斑病        輪斑病菌 分生子 

      

      ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 成虫         ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 激発被害芽 

   

        ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 被害芽          ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 成虫 

    

   炭疽病 初期病斑（感染 15 日後頃）      黒葉腐病 ｽﾎﾟｯﾄ状に発生 


